
  

 

令和 3年 7月１日

合志市議会議員 来海恵子 合志市幾久富１６４２－３８ ☎ 090-9655-1143

らいかい恵子 議員便り 232 号

朝から晩まで、マスコミがコロナやワクチンについてあおるから不安に 

駆られる。右向けば反対をいい、左を向けばまた反対をいう。信用で 

きるのは日付だけだと言った方がいます。(^_-)-☆よっぽど、自分の 

考えをしっかり持っていないと、訳の分からない世間に流されやすい。 

来海は、毎月一人で議員だよりを８,０００枚配っています。 

                              プロフィール 

                  １９５０年熊本県生まれ。国立指宿高等看護学校で看護師 

免許、熊本県立公衆衛生看護学院で助産師、保健師免許 

を取得する。 

                  菊水町保健師、町立病院総婦長を経て、慈恵病院看護部 

長となり、２００７年に設置された「こうのとりのゆりかご」の 

運営の中心的役割を果たす。 

 退職後は、スタディライフ熊本（生涯学習支援事務所）特別顧問、 

由来ハウス（女性専用シェアハウス）オーナー、命・子育て・人権の講演活動。 

来海：田尻先生には、長年にわたり合志市女性・子ども支援協議会でお世話になっており

感謝します。「こうのとりのゆりかご」の 

「赤ちゃんポスト」、創設から大変でしたね。 

田尻：

 

と反比例するように、望まない妊娠や思いが 

けない妊娠の相談件数がどんどん増えてき 

ました。だから、退職後も２４時間ＳＯＳ電話 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 かけがえのない命を大切に！
「赤ちゃんポスト」田尻由貴子さんインタビュー

「赤ちゃんポスト」はシンボルで、年々

預けられる命の数は減ってきています。それ



相相談を受け始めました。 

来海：電話するのも、相当勇気がいるでしょうね。 

田尻：震えるような声で掛けてくる子が多く第一 

声が大事で、「よく電話してくれたね。」と落ち着 

いたトーンで寄り添いながら相談に乗ります。電 

話は、悩んだ末の命綱です。 

来海：妊娠しているのを、産むまで親や周りが気 

づかないんでしょうか？ 

田尻：今は洋服も、ダボっとしているのを着ますよ 

ね。親子の関係が薄くなっていて、親が子どもを 

見ていないのではないでしょうか。特に母親は、 

ナプキンの減り具合や汚物の処理でおかしいと 

思うんですが。親に知られたくなくて一人で 2 階 

で出産して、1 階にいる親は気付かない。電話が 

掛かってきて、幸い九州だったので駆けつけまし 

た。また、看護学生が寮で出産して、寮母さんが 

気付かなかったことにショックを受けたそうです。 

来海：小・中・高生でも、望まない妊娠・出産はあ 

るのですか？ 

田尻：ありますよ。母体の安全と、２２週過ぎてい 

れば産む意志があるか確認します。出産した後 

に復学できるように、学校や保護者と相談して 

配慮します。周囲に出産したことを知られずに、 

学生生活を送っています。 

来海：赤ちゃんは、特別養子縁組ですか？ 

田尻：本人が育てられない場合に、親や本人に 

説明と承諾を取って特別養子縁組をします。同じ 

ように入院して、出産時も隣の部屋で養父母は待 

機して出産の息遣いや産声を聞いて感動で涙されます。親子の写真付き年賀状をもらうこ



ととも多く、それが一番の喜びです。 

来海：相手の男性は、どうしているのですか？ 

田尻：ほとんどが無関心で、妊娠を知っても見て見ぬふ 

りで９９％が泣き寝入りです。 

来海：息子が学生の頃は、「好きな子ができても、絶対に 

妊娠させてはだめ！」と口を酸っぱくして言ってました。 

田尻：無責任な男にならない、女の子の人生を大切にするために、全ての親に言ってほし

いですね。熊本は、全国で中絶が常にベスト５に入っていて多いです。安易に中絶して母

体や自尊感情が傷ついたり、時には不妊症になることもあります。 

来海：適切な時期に、性教育が必要ですね。 

田尻：学校で性教育をした後で、思春期の中学２・３年生に「命の大切さを知る」と題して命

の授業をしています。映像を使いながら、赤ちゃんがお腹の中で成長していく過程を、出

産に至るまでを話します。子どもたちは、胎児の心音「ドクドクドク」が大きいのにびっくりし

ます。元気な産声をあげて誕生する赤ちゃん、中にはいろいろな事情を抱え育てられない

親がいること、そして「赤ちゃんポスト」につなげます。子どもたちは、とても真剣に話を聞い

てくれます。特に「赤ちゃんポスト」の話は、全ての子どもたちの心に響くようです。赤ちゃ

んを産んだお母さんたちが、こんなにもいろいろなことに悩むのだとびっくりします。映像

の「いいママじゃなくてゴメンね」という最後の言葉が響き、女の子たちは泣きます。私は赤

ちゃんの気持ちを代弁して、「そんなことはないよ、幸せだよ」と子どもたちに言っています。

その後で、人権や命と向き合ってグループで話し合い、発表をするとより理解が深まります。

また、感想文も書いてもらいます。鉄は熱いうちに打てです！！保護者にも、ＰＴＡの講演

で妊娠させないように伝えています。 

来海：学校はＰＴＡの講演会に参加できない保護 

者のために、毎学期ごとにプリントで知らせてほし 

いですね。田尻先生、これからも子どものいじめや 

不登校、自殺が増えているので命の大切さや、命  

は蘇らないことを、児童生徒や保護者に訴え続けてください。 

田尻：命と向き合うことが人権につながるので、家庭でも妊娠や命の尊さについて話し合

ってほしい。家庭が子どもたちの安心基地になって、子どもの変化を気にかけてください。 



〒〒861-1112 合志市幾久富 1642-38 来海恵子 FAX 096-248-8956

Maｉｌ rai-ok@nifty.com http://raikaikeiko.info/ らいかい恵子

来海：子どもたちは、親や大人のすることを見ています。ある有名企業の社長さんが、「新

入社員を採用したら、家庭が見える。」と仰っていました。。 

田尻

今こそ、来海海 

さんのようなな 

世話焼き叔母母 

さんが必要かか 

もしれません。。 

来海：本当に。。 

アハハハ。。 

田尻先生、おお 

忙 し い 中 にに  

インタビューー 

受けて下さりり 

ありがとうござざ 

いました。私私  

も、合志市のの 

子どもたちがが 

健 やかに育育  

つように頑張張 

って取り組んん 

でいきます。。 

 

 

：うちの子に限ってはありません！過保護はダメです。(笑)これからは、地域（家族・学

校・保育士・教師・看護婦・保健師）で関わって、子どもたちの健やかな成長を願って見守

ることが大切でで 

すね。。 
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